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1．はじめに

昨年度より実施されている ICT 活用工事（土工）
においては，運用開始段階にて要領の記載事項に対す
る認識に差があることが判明した。このことから曖昧
な部分についての発注者への確認事項を抽出・確認す
ることで，実現場での運用を支援してきた。
平成 29 年 3 月に，地上型レーザースキャナーを用

いた出来形管理要領（舗装編）（案）が策定され，平
成 29 年度より ICT 活用工事（舗装）（以下，ICT 舗
装という）が実施されることが発表された。
この ICT 舗装では，より精度の高い管理が求めら

れることや各層での管理が必要となることから，施工
管理要領においても ICT 土工とは異なる内容も記載
されている。
そこで，出来形管理要領に沿った管理を一連で実施

することにより，要領の内容確認と曖昧な事項の抽出，
対応方法などについて整理することを目的とし，ICT
舗装を模擬した施工（以下，プレテスト）を実施した
事例について紹介する。

2．概要

ICT 舗装において実施が必要な，起工測量から出
来形管理までを対象に，施工時の作業経過を模擬しな
がら要領に記載されている内容を実施した。
また，施工計画，起工測量～出来形帳票作成～電子
納品作成までの各段階（全 11段階 32ステップ）におい
て，参加者との意見交換を実施し，曖昧な記載に対する
認識の共有，発注者への確認事項を整理した（表─ 1）。

3．検証スケジュール

平成 29 年 6 月 28 日（水）～ 30 日（金）の三日間，
施工技術総合研究所にて，プレテストを実施した。
進め方の基本方針として「①起工測量」「②設計照査，
設計データ作成」「③設計数量確認」「④ ICT施工」「⑤
出来形計測，帳票作成」を行った（表─ 2）。

藤島　　崇・椎葉　祐士・八木橋宏和

ICT 活用工事の工種拡張と普及促進に向けた取り組み

CMI報告

また，各項目内では「①要領の内容確認（机上）」「②
現場作業（現地）」「③データ処理（机上）」「④まとめ」
を行った（表─ 3）。
プレテストへ参加した企業は日本測量機器工業会の
会員様（JSIMA事務局含む）計 12 社及び日本建設機
械施工協会会員様計 4社が参加し，計測・データ処理・
現場施工等の役割を分担し検証した。

4．フィールド概要

延長 50 m（NO.3＋10.0 ～ NO.6）の路線を対象とし
た。直線区間はNO.3＋10 ～ NO.4 の 10 m。曲線区間

表─ 1　プレテスト実施内容

表─ 2　プレテストスケジュール

1 日目

集合，全体スケジュール説明
①起工測量
②設計照査，設計データ作成
③数量確認

2日目 ④ ICT施工
⑤出来形計測，帳票作成

3日目 ⑤出来形計測，帳票作成 続き
総括

表─ 3　各項目詳細内容

要領の内容確認（机上） 要領の該当部分の説明
意見交換

現場作業（現地） 現場での作業実施
手順確認

データ処理（机上） 取得データの処理作業
意見交換

まとめ 疑問点の確認
課題の整理
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は NO.4 ～ NO.5 の 20 m。NO.5 ～ NO.6 は既存の U
型側溝がある直線区間が 20 m。この路線をテスト
フィールドとして利用した（図─ 1）。
テストフィールドの準備方法として，合材の代わり

に砂を使用し，路盤整正を従来のモータグレーダーで
行った。続いて舗装とみなす砂の層を従来のモータグ
レーダー及びレーキ等で敷き均し，舗装面を施工した。

5．プレテスト実施内容

（1）プレテスト 1日目
①TLS 計測事前準備（精度確認試験）
②TLS 計測（起工面，写真─ 1）
③TLS 計測（計測点群データ作成，写真─ 2）
プレテスト1日目は，TLSを利用した計測準備及び，

起工面の計測・点群データの作成を行った。
質疑応答では計測器具の精度確認の必要性や，後方

交会法にて位置決めをする場合等の計測時の具体的な
手段，データ処理時の計算方法等多種多様な質疑応答
がなされた。

（2）プレテスト 2日目
④設計図書の照査，修正（写真─ 3）
⑤TLS 計測（路盤面）
⑥TS計測
⑦TLS 計測（計測点群データ作成）
⑧TS計測（目標高さの算出）
⑨出来形帳票作成（路盤面）
プレテスト 2日目は，路盤面に対する計測・点群デー
タの作成を行った。

図─ 1　路線の区分け

写真─ 1　TLS計測時（起工面）

2 日目ではTSによる計測が行われている。理由は，
上層路盤の計測機器はTSを採用し，標高較差にて管
理する現場を想定している為である。TSを用いた出
来形管理の計測結果から，目標高さの算出をプレテス
ト内で行い，各ソフトウェアメーカーにて相違がない
かどうかを確認した。

（3）プレテスト 3日目
⑩TLS 計測（舗装面，写真─ 4）
⑪TLS 計測（計測点群データ作成）

写真─ 2　データ処理時

写真─ 3　設計図書の照査，修正時
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表─ 4　課題件数一覧

実施内容 課題件数
施工計画書 1件
出来形管理用TLS 本体の計測性能及び精度管理 5件
起工測量・出来形計測 1件
TLS による出来形計測 4件
出来形管理資料の作成 1件
数量算出 1件
電子成果品の作成規定 2件
その他 1件

⑫出来形帳票作成（舗装面）
⑬電子成果品の作成
⑭実地検査（写真─ 5）
プレテスト 3日目では，舗装面の計測・出来形帳票

作成，電子成果品の作成及び実地検査を行う為，TS
を用いて舗装面の計測を行い，三次元設計データと計
測結果の差を確認した後に，規格値通りであることを
チェックし，電子成果品の作成を行った。

6．プレテスト成果

プレテストの成果として，実際に ICT 舗装におけ
る面管理を行ったという実績の他，各検証内容実施後
に質疑応答の場を設けた為，各業団体より多くの質疑
応答がされた。施工計画書作成段階では，数量算出方
法についての明示の有無や，明示した計算方法を後に
変更可能かどうかの質問がされた。また，TLS 本体
の計測性能確認及び精度管理の項目とTLS による出
来形計測の項目においては，実際のフィールドにて実
機を利用して実施した為，多くの質問が寄せられた（表
─ 4）。これらの内容は実際に体験した為に発生した
課題と推測できる。各機器・ソフトウェアメーカーに
おいても，自社製品の検証ができ，エンドユーザー側
の視点での知見が得られた為，今後の開発作業におい
ても有効な検証であったと言える。

7．おわりに

今回，3日間のプレテストを実施したが，全日40 名
前後の参加者が集う大規模な検証となった。国土交通
省をはじめ，計測機器を製作するメーカー，ソフトウェ
アを開発するメーカー，計測機器・ソフトウェアの利用
者が，各々の得意分野を持ち寄りつつ，意見交換できる
場を設ける事ができた為，短い期間で深い内容の検証
ができたと感じた。また，施工技術総合研究所におい
ても引き続き i-Constructionに関する支援・普及活動を
行うと同時に，この検証で発生した数々の疑問・課題等
を解決するための調査・研究を継続していく所存である。
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写真─ 4　TLS計測時（舗装面）

写真─ 5　実地検査時


